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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  複数の分岐と分岐方向を有する気管支を内視
鏡観察する際に、気管支モデルと内視鏡で捉えた気管支
映像とを参照しながら気管支分岐の位置、分岐数、観察
済み管路、および患部を有する気管支分岐の位置等の情
報を記憶しながら観察診察を実行するために観察操作に
時間がかかる課題があった。
【解決手段】  撮像手段で撮像された撮像信号を２値化
処理回路３２で処理された２値化画像信号に基づき、分
岐路及び分岐数を判別ラベリングし、この判別ラベリン
グの結果に基づき、記憶されている２値化画像信号とを
マッチングさせて判別された分岐数情報に分岐順序情報
を関連付けた分岐情報処理して表示する内視鏡装置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  分岐路を有する管路を撮像可能な撮像手
段を有する内視鏡装置において、
前記撮像手段で撮像された撮像信号を２値化処理する２
値化処理手段と、
前記２値化処理手段で処理された２値化画像信号に基づ
き、前記分岐路及び分岐数を判別する判別手段と、
前記判別手段の判別結果に基づき、前記２値化画像信号
を記憶可能な記憶手段と、
前記記憶手段に一時記憶された２値化画像信号と前記２
値化処理手段からの２値化画像信号とをマッチングして
前記判別手段で判別された前記分岐数情報に分岐順序情
報を関連付ける分岐情報処理手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、複雑に分岐する管
路を有する器官（たとえば気管支）における内視鏡検査
効率を向上させるナビゲーションシステムを備えた電子
内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】医療分野および工業分野において電子内
視鏡装置が広く用いられている。この電子内視鏡装置
は、微細で複雑な観察部位に対して高解像でかつ高画質
の電子画像が撮像できる手段が必要となる。
【０００３】一般的な電子内視鏡装置においては、内視
鏡先端部にＣＣＤやＣＭＯＳなどの固体撮像素子を設
け、この固体撮像素子で観察部位の電子画像信号を生成
するようになっている。この固体撮像素子で生成された
電子画像信号は、内視鏡外部に設けられたカメラコント
ロールニット（以下、ＣＣＵと称す）により各種信号処
理されてモニタに画像表示したり、および画像信号デー
タとして記録媒体に記録されるようになっている。
【０００４】このような電子内視鏡装置において、医療
分野では、内視鏡先端部に設けられた固体撮像素子で撮
像生成された体腔内の電子画像信号を基にモニタに表示
された画像を見ながら術者は、体腔内への挿入操作と、
その画像から観察部位の観察診断を行っている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】従来の医療分野の電子
内視鏡装置において、特に気管支を内視鏡診断する際に
は、気管支管路の分岐する位置、その分岐位置での分岐
数、および分岐する方向などを確認し、気管支モデルと
照合しながら内視鏡診断を進める必要があった。
【０００６】このような複数の分岐と複数の分岐方向を
有する気管支を内視鏡観察する際には、気管支モデルと
内視鏡で捕らえた気管支映像とを参照しながら気管支分
岐の位置、分岐数、観察済み管路、および患部を有する
管路の位置などの気管支分岐情報を記憶しながら観察診
察を進めて行くために観察診察に時間がかかり、術者お
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よび被観察者の負担が大きかった。
【０００７】本発明は、このような問題に鑑みなされた
もので、特に、気管支内視鏡診断において、内視鏡診断
時に観察された気管支分岐に関するデータを基に、気管
支モデルを作成し、その気管支モデルと電子内視鏡で撮
像した電子画像とモニタ画面上に表示させ、内視鏡検査
者の診察効率を向上させる内視鏡装置を提供することを
目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡装置は、
分岐路を有する管路を撮像可能な撮像手段を有する内視
鏡装置において、前記撮像手段で撮像された撮像信号を
２値化処理する２値化処理手段と、前記２値化処理手段
で処理された２値化画像信号に基づき、前記分岐路及び
分岐数を判別する判別手段と、前記判別手段の判別結果
に基づき、前記２値化画像信号を記憶可能な記憶手段
と、前記記憶手段に一時記憶された２値化画像信号と前
記２値化処理手段からの２値化画像信号とをマッチング
して前記判別手段で判別された前記分岐数情報に分岐順
序情報を関連付ける分岐情報処理手段と、を具備したこ
とを特徴とする。
【０００９】本発明の電子内視鏡装置により、撮像され
た電子内視鏡画像から気管支分岐が見つかった位置、分
岐する数、分岐を見つけた回数などの気管支分岐情報を
抽出して電子データ化し、このデータを基に気管支分岐
モデルを作成する。この気管支分岐モデルを内視鏡電子
画像と共にモニタ上に表示させて、内視鏡術者は内視鏡
画像と分岐モデルを確認しながら内視鏡を挿入していく
ため、診察効率を向上させることができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施形態を説明する。図１は本発明にかかる内視鏡装置の
一実施形態の行為を示すブロック図、図２は本発明にか
かる内視鏡装置に用いるナビゲーション回路の構成を示
すブロック図、図３は本発明にかかる内視鏡装置の全体
構成を示す説明図、図４は本発明にかかる内視鏡装置の
観察部位像の2値化処理を説明する説明図、図５は本発
明にかかる内視鏡装置の観察部位のラベリング処理を説
明する説明図、図６は本発明にかかる内視鏡装置の気管
支分岐モデルを説明する説明図、図７は本発明にかかる
内視鏡装置のモニターに表示される観察像と気管支分岐
モデルを説明する説明図である。
【００１１】最初に図３を用いて本発明にかかる内視鏡
装置の全体構成について説明する。体腔内に挿入されて
観察部位を電子撮像する内視鏡１０と、内視鏡１０から
の撮像信号を信号処理プロセス回路等によって映像信号
を生成出力するカメラコントロールユニット(ＣＣＵ)１
１と、暗い観察部位を照明する為の照明光を生成出力す
る光源装置１２、ＣＣＵ１１からの映像信号の基で画像
表示するためのモニター１３で構成されている。
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【００１２】内視鏡１０には、術者が把持する把持部を
兼ねる操作部１４と、この操作部１４の先端側から延出
した細長な挿入部１５を備え、挿入部１５の先端には観
察部位を光学像にする対物レンズ１６と光学像を電子撮
像する為の固体撮像素子１７を備えている。
【００１３】また、前記操作部１４と挿入部１５には、
ライトガイドファイバー１９が配置されている。このラ
イトガイドファイバー１９には、ライトガイドケーブル
１８の基端が接続配置されており、ライトガイドケーブ
ル１８の他端は光源装置１２に接続されている。
【００１４】つまり、光源装置１２からの照明光は、ラ
イトガイドケーブル１８、ライトガイドファイバー１９
を介して観察部位に投射されるようになっている。ま
た、前記固体撮像素子１７は、ライトガイドケーブル１
８に併設された信号ケーブルを介して、前記ＣＣＵ１１
から駆動制御されると共に、撮像された電子撮像信号を
ＣＣＵ１１に供給するようになっている。
【００１５】前記ＣＣＵ１１の構成について、図１を用
いて説明する。前記個体撮像素子１７を駆動制御する駆
動回路２０と、この駆動回路２０の駆動制御の基で、前
記個体撮像素子１７で光電変換生成されたアナログ電子
撮像信号を所定の信号の大きさに増幅する増幅回路２１
と、この増幅されたアナログ電子撮像信号をサンプリン
グしてデジタル信号に変換するＣＤＳ・Ａ／Ｄ変換回路
２２と、デジタル化された電子撮像信号を輝度信号と色
差信号に分離する輝度／色差信号分離回路２３と、分離
された輝度信号と色差信号から画質や色調等の補正調整
する為の映像信号処理回路２４と、この映像処理回路２
４から出力されたデジタル映像信号をアナログ映像信号
に変換して、前記モニター１３に出力するＤ／Ａ変換回
路２５と、前記輝度／色差信号分離回路２３からの輝度
信号を用いて、内視鏡１０の挿入部１５を操作する際の
ナビゲーション情報生成するナビゲーション回路２６
と、このナビゲーション回路２６で生成したナビゲーシ
ョン情報を前記デジタル電子撮像信号に重畳させて、前
記モニター１３の撮像画面の表示と共に、ナビゲーショ
ン情報を表示可能とする重畳回路２７とからなってい
る。
【００１６】つまり、個体撮像素子１７で撮像したアナ
ログ電子撮像信号は、ＣＤＳ・Ａ／Ｄ変換回路２２でデ
ジタル電子撮像信号に変換された後、輝度、色差毎の信
号処理が行われた映像信号は、Ｄ／Ａ変換回路２５でア
ナログ映像信号に変換されて、モニター１３に表示され
る。すなわち、内視鏡１０の挿入部１５が体腔内に挿入
されて、挿入部１５の先端の個体撮像素子１７で撮像し
た観察部位の映像がモニター１３に表示されるようにな
っている。
【００１７】このモニター１３に表示される観察部位の
映像に重畳するナビゲーション情報を生成するナビゲー
ション回路２６の構成を図２を用いて説明する。
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【００１８】前記輝度／色差信号分離回路２３で分離さ
れた１フレーム分の輝度信号データを記憶する第１のフ
レームメモリ３１と、この第１のフレームメモリ３１に
記憶された１フレーム分の輝度信号データを２値化処理
する２値化処理回路３２と、この２値化処理回路３２で
２値化処理された輝度信号データを記憶する第２のフレ
ームメモリ３３と、この第２のフレームメモリ３３から
の輝度信号データからラベリング処理３４やマッチング
処理３５及びそれら処理結果を記憶保存するデータ保存
メモリ３６等を有するプロセッサ回路（ＣＰＵ＋Ｍｅｍ
ｏｒｙ）３８と、このプロセッサ回路３８で処理生成さ
れた各種データをナビゲーション情報としてモニター１
３に表示するためのキャラクタジェネレータ３７とを有
している。
【００１９】なお、前記第１のフレームメモリ３１は、
前記輝度／色差信号分離回路２３から分離された輝度信
号データが随時書き込む記憶されるが、フリーズ操作さ
れると、そのフリーズ操作された時点以降の輝度信号の
書込記憶が停止されるようになっている。
【００２０】このような構成のナビゲーション回路２６
の動作について図４乃至図７を併用して説明する。な
お、内視鏡１０の挿入部１５を気管支内に挿入し、その
挿入部１５の先端の個体撮像素子１７を駆動制御して撮
像した気管支映像をモニター１３に表示させて気管支観
察する例を用いて説明する。
【００２１】前述したように気管支は、複数の分岐と分
岐方向を有している。内視鏡１の挿入部１５を気管支内
に挿入して、個体撮像素子１７で撮像生成した映像信号
を基にモニター１３に表示されている観察部位像を見な
がら気管支内視鏡観察を行っている際に、最初の気管支
分岐像がモニター１３に表示された時点、つまり、気管
支分岐がはっきりとモニタ１３上で認識できる位置（気
管支分岐の数がはっきりと認識でき、かつ、気管支分岐
の管路口がはっきりと見え、内視鏡先端の対物レンズ１
６と管路口ができるだけ正面で向き合うように撮像され
る状態）で、内視鏡１０を固定させフリーズ操作を行
う。
【００２２】このフリーズ操作により、それまで個体撮
像素子１７で撮像生成され、輝度／色差信号分離回路２
３で分離された輝度信号は、ナビゲーション回路２６内
の第１のフレームメモリ３１に動画像データ（輝度信
号）として随時格納されるが、前記フリーズ操作により
この第１フレームメモリ３１には、動画像データのデー
タ書き込みが一時中断され、フリーズ動作時点である最
初の気管支分岐の静止画像データが格納された状態にな
る。
【００２３】この第１のフレームメモリ３１に格納され
た最初の気管支分岐の静止画像データからこの最初の気
管支分岐位置で分岐数がいくつあるのかを抽出するため
に、第１のフレームメモリ３１に格納された静止画像デ
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5
ータを２値化処理回路３２で２値化処理を行う。この２
値化処理は、図４のように気管支分岐の静止画像から気
管支管路部分と、気管支管路でない部分とに２値化し
て、管路部分の判別が容易にできる画像データに変換し
て、第２のフレームメモリ３３に格納する。
【００２４】この第２のフレームメモリ３３に格納され
た２値化画像データで、管路部分を示している画像が連
結している領域、すなわち、画素が連結している領域に
図５に示すように、ラベリング処理回路３４でラベリン
グを行う。つまり、このラベリングされた数が２値化画
像データから気管支分岐数が算出できることになる。
【００２５】この２値化画像データとラベリングデータ
は、気管支内視鏡観察で最初に見つかった分岐画像デー
タとしてデータ保存メモリ３６に記憶保存させる。な
お、最終的に抽出される気管支分岐数と２値化画像は、
この最初の分岐位置におけるデータとなる。
【００２６】この最初の気管支分岐からいずれかの管路
に内視鏡１０の挿入部１５をさらに挿入し新たな気管支
分岐が現れた場合、上述した処理を再び繰り返す。その
後、内視鏡の挿入を繰り返して新たな気管支分岐が見つ
かった場合、また内視鏡を抜け出す方向に移動させ以前
に見つかっていた気管支分岐を再び見つけた場合にもこ
れまでと同様の処理を繰り返す。
【００２７】この内視鏡１０による気管支観察の詳細動
作について、図６を用いて説明する。気管支に内視鏡１
０の挿入部１５を挿入あるいは抜き出す方向に移動させ
て観察を行った際に、図６（ａ）に示すように気管支分
岐ａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅが見つけられたとする。この時の
内視鏡１０の挿入操作の順番は、図６（ｂ）に示すよう
に、気管支に内視鏡１０の挿入部１５を挿入して最初に
分岐ａが発見され、この分岐ａは２つの管路に分岐され
ている。この分岐ａの図中左側の管路に挿入部１５を挿
入すると分岐ｂが発見され、この分岐ｂは２つの管路に
分岐されている。
【００２８】この分岐ｂの図中右側の管路に挿入部１５
を挿入すると分岐ｃが発見され、この分岐ｃは２つの管
路に分岐されている。この分岐ｃの図中左側の管路に挿
入部１５を挿入すると管路ｈへと挿入される。この管路
ｈから挿入部１５を抜き取ると、分岐ｃ，ｂと順次再発
見される。分岐ｂの図中左側の管路に挿入部１５を再挿
入させると分岐ｄの発見され、この分岐ｄは３つの管路
に分岐されている。以降図中ｅ，ｆ，ｉ、ｇの順に挿入
操作が繰り返される。
【００２９】このようにして、内視鏡１０の挿入操作で
最初に検出された分岐ａとその後検出される分岐ｂ～ｅ
の２値化画像データから分岐路位置と、その分岐位置の
分岐管路数の検出と、最初または既に検出されている２
値化画像データとの画像マッチング処理を行い、一致す
る場合は、既に検出した分岐と同じ分岐と判定識別して
同じ識別符号を設定し、一致しない場合には新たに検出
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された気管支分岐として判定識別して、新たな識別符号
を設定する。
【００３０】この識別符号について、図６（ｃ）を用い
て説明する。最初に検出された気管支分岐ａの２値化画
像データから２つの管路が検出される。この検出された
気管支分岐の検出順番と、その気管支分岐の分岐管路数
と、検出された回数の３つの要素からなる識別符号を設
定する。つまり、分岐ａの識別符号は、検出順番１と、
この分岐の分岐管路数２と、１回目の検出を示す１とか
らなる（１，２，１）を設定する。次に、気管支分岐ｂ
の２値化画像データは、前記分岐ａの２値化画像データ
と比較され、分岐ａとは異なる２値化画像データである
と判定されると、気管支分岐として２番目に検出され、
かつ、２つの管路に分岐されていることが検出され、か
つ、１回目の検出である識別符号（２，２，１）が設定
されるが、この分岐ｂから次の分岐ｃの検出後、再度分
岐ｂへと戻ると、その時点で２回目の検出を示す分岐識
別符号（２，２，２）となる。
【００３１】次に、分岐ｃの２値化画像データと前記分
岐ａ，ｂの２値化画像データが比較され、新たな分岐ｃ
と識別されて識別符号（３，２，１）が設定される。
【００３２】この分岐ｃの識別符号設定後に、管路ｈへ
の挿入動作後に、抜き出されて再度分岐ｃが検出され
て、この再検出された分岐ｃの最終識別符号（３，２，
２）が設定される。
【００３３】さらに、分岐ｃから抜き取ると再度分岐ｂ
が検出され、この分岐ｂの検出が２度目であることから
分岐ｂの識別符号（２，２，２）が設定される。この分
岐ｂから分岐ｄ方向に挿入されて分岐ｄが検出され、こ
の分岐ｄの２値化画像データと既に検出されている分岐
ａ～ｃの２値化画像データと比較されて、４番目に新た
に検出された分岐ｄを示す識別符号（４，３，１）を設
定する。この分岐ｄから分岐ｅ方向に挿入されて分岐ｅ
が検出され、この分岐ｅの２値化画像データと既に検出
されている分岐ａ～ｄの２値化画像データと比較され
て、５番目に新たに検出された分岐ｅを示す識別符号
（５，２，１）を設定する。
【００３４】この分岐ｅから管路ｆ、ｉ方向にそれぞれ
挿入されて分岐ｅに戻るとこの分岐ｅの識別符号（５，
２，３）が設定される。この分岐ｅから再度分岐ｄに戻
るとこの分岐ｄの識別符号（４，３，２）となり、挿入
部１５が分岐ｄの観察位置に位置していることが判明す
るようになっている。
【００３５】つまり、気管支分岐毎に２値化画像データ
のラベリングを行い、そのラベリングされた２値化画像
データに順番（番号）をつけ、これら２値化画像データ
が一致した場合には、以前に検出された気管支分岐と認
定し、その以前に検出された気管支分岐番号を参照して
いる。
【００３６】なお、内視鏡の撮像条件においては、たと



(5) 特開２００３－２６５４０９

10

20

30

40

50

7
えば気管支分岐の２つの管路口が縦に配列された形で撮
像される場合もあるし、あるいは横に配列された形で撮
像される場合もある。また管路口の大きさも大きかった
り小さかったりする。画像のマッチング処理において
は、いかなる撮像条件においてもマッチング処理が可能
になるように、フレームメモリの画像に対してすでにメ
モリに保存されている別の気管支分岐の２値画像を回
転、拡大縮小しながらマッチングをとる必要がある。
【００３７】このように分岐が見つかった順番と同じ分
岐が見つかった回数、分岐数と分岐のエッジ画像をあわ
せて管理することにより図６（ｃ）に示すように気管支
分岐モデルを作成することができる。
【００３８】この気管支分岐モデルデータを基に、前記
キャラクタジェネレータ３７を介して、モニター１３に
分岐モデル画像表示を行う。
【００３９】このモニター１３に表示される分岐モデル
は、図７に示すように、観察対象者の識別符号（Ｉ
Ｄ）、氏名（Ｎａｍｅ）、年齢（ＡＧＥ）、日付（ＤＡ
ＴＥ）等と、及び前記映像信号処理回路２４で映像信号
処理された現在観察されている気管支部位の映像と共に
表示されるようになっている。
【００４０】以上説明したように、モニター１３には、
現在観察している内視鏡画像が表示されていると共に、
既に観察した気管支の分岐モデルと、現在観察している
分岐位置を表示することにより、観察終了部位と今後観
察を行う部位の判別が容易となり、観察の重複や観察の
欠落等が起こりにくい内視鏡装置が提供可能となった。
【００４１】［付記］以上詳述した本発明の実施形態に
よれば、以下のごとき構成を得ることができる。
【００４２】（付記１）分岐路を有する管路を撮像可能
な撮像手段を有する内視鏡装置において、前記撮像手段
で撮像された撮像信号を２値化処理する２値化処理手段
と、前記２値化処理手段で処理された２値化画像信号に
基づき、前記分岐路及び分岐数を判別する判別手段と、
前記判別手段の判別結果に基づき、前記２値化画像信号
を記憶可能な第１の記憶手段と、前記第１の記憶手段に
一時記憶された２値化画像信号と前記２値化処理手段か
らの２値化画像信号とをマッチングして前記判別手段で
判別された前記分岐数情報に分岐順序情報を関連付ける
分岐情報処理手段と、を具備したことを特徴とする内視
鏡装置。
【００４３】（付記２）複数の管路に分岐された被写体
内の被写体像を撮像して撮像信号を出力する撮像手段
と、前撮像手段から出力された前記撮像信号に対して信
号処理を行って画像信号を生成する信号処理手段と、前
記信号処理手段で生成された前記画像信号に対して２値
化画像を出力する為のを行う２値化処理回路と、前記２
値化処理回路で出力された２値化画像に応じて分岐する
管路の数を認識するラベリング処理手段と、前記ラベリ
ング処理手段で認識された分岐した管路の数を記憶する*
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*記憶手段と、前記２値化処理回路で出力された２値化画
像に応じて分岐を見つけた順番と同じ分岐を見つけた回
数を抽出する画像マッチング手段と、前記画像マッチン
グ処理で認識された分岐を見つけた順番と同分岐を見つ
けた回数を記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶さ
れた管路が分岐する数、分岐を見つけた順番、同じ分岐
をみつけた回数の情報に基づいて前記被写体内における
前記複数の管路の分岐モデルを生成するをモデル生成手
段と、前記モデル生成手段で生成された分岐モデルを出
力して表示手段に表示させる画像出力手段と、を具備し
たことを特徴とする内視鏡撮像装置。
【００４４】（付記３）分岐路を有する管路を撮像可能
な撮像手段を有する内視鏡装置において、前記撮像手段
で撮像された撮像信号を２値化処理する２値化処理手段
と、この２値化処理手段で２値化処理された撮像信号に
基づいて、前記管路内の分岐路の判別と、その判別され
た分岐路の分岐数とを判別する分岐路判別手段と、この
分岐路判別手段で判別された分岐路の２値化撮像信号
と、この２値化撮像信号の検出順序、及び分岐数からな
る分岐路情報データを記憶する記憶手段と、この記憶手
段に既に記憶されている分岐路情報データと、前記分岐
路判別手段で随時判別された分岐路情報データとを比較
し、前記分岐路判別手段で判別された分岐路情報データ
が前記記憶手段に既に記憶されている分岐路情報データ
と同じである場合には、既存の分岐路情報データに関連
した分岐路情報データを生成付加する分岐路識別情報付
加手段と、を具備し、前記分岐路識別情報付加手段で付
加した分岐路識別情報をモニターに表示させることを特
徴とする内視鏡装置。
【００４５】
【発明の効果】本発明の内視鏡装置は、内視鏡を挿入し
気管支分岐を検出した順番を画面上に表示しているた
め、新たに検出された分岐であるか、または以前に検出
されていた分岐なのかを判断することができ、またその
分岐を検出した回数と現在内視鏡で観察されいる分岐位
置もあわせて表示しているため、内視鏡で気管支観察操
作時の挿入ナビゲート情報となり、内視鏡観察診断の操
作を円滑に、かつ、効率よく実行できる効果を有してい
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかる内視鏡装置の一実施形態の構成
を示すブロック図。
【図２】本発明にかかる内視鏡装置に用いるナビゲーシ
ョン回路の構成を示すブロック図。
【図３】本発明にかかる内視鏡装置の全体構成を示す説
明図。
【図４】本発明にかかる内視鏡装置の観察部位像の2値
化処理を説明する説明図。
【図５】本発明にかかる内視鏡装置の観察部位のラベリ
ング処理を説明する説明図。
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【図６】本発明にかかる内視鏡装置の分岐モデルを説明
する説明図。
【図７】本発明にかかる内視鏡装置のモニタに表示され
る観察像と気管支分岐モデルを説明する説明図。
【符号の説明】
１７…個体撮像素子
２０…駆動制御回路
２１…増幅回路
２２…ＣＤＳ・Ａ／Ｄ変換回路
２３…輝度／色差信号分離回路 *
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*２４…映像信号処理回路
２５…Ｄ／Ａ変換回路
２６…ナビゲーション回路
３１…第１フレームメモリ
３２…２値化処理回路
３３…第２フレームメモリ
３４…ラベリング処理部
３５…マッチング処理部
３６…データ保存メモリ
３７…キャラクタジェネレータ

【図１】

【図２】

【図４】 【図５】
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【図３】

【図６】

【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成１４年５月８日（２００２．５．８）
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正内容】
【０００６】このような複数の分岐と複数の分岐方向を
有する気管支を内視鏡観察する際には、気管支モデルと
内視鏡で捉えた気管支映像とを参照しながら気管支分岐
の位置、分岐数、観察済み管路、および患部を有する管
路の位置などの気管支分岐情報を記憶しながら観察診察
を進めて行くために観察診察に時間がかかり、術者およ
び被観察者の負担が大きかった。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１５】前記ＣＣＵ１１の構成について、図１を用
いて説明する。前記固体撮像素子１７を駆動制御する駆
動回路２０と、この駆動回路２０の駆動制御の基で、前
記固体撮像素子１７で光電変換生成されたアナログ電子
撮像信号を所定の信号の大きさに増幅する増幅回路２１
と、この増幅されたアナログ電子撮像信号をサンプリン
グしてデジタル信号に変換するＣＤＳ・Ａ／Ｄ変換回路
２２と、デジタル化された電子撮像信号を輝度信号と色
差信号に分離する輝度／色差信号分離回路２３と、分離
された輝度信号と色差信号から画質や色調等の補正調整
する為の映像信号処理回路２４と、この映像処理回路２
４から出力されたデジタル映像信号をアナログ映像信号
に変換して、前記モニター１３に出力するＤ／Ａ変換回
路２５と、前記輝度／色差信号分離回路２３からの輝度
信号を用いて、内視鏡１０の挿入部１５を操作する際の
ナビゲーション情報生成するナビゲーション回路２６
と、このナビゲーション回路２６で生成したナビゲーシ
ョン情報を前記デジタル電子撮像信号に重畳させて、前
記モニター１３の撮像画面の表示と共に、ナビゲーショ
ン情報を表示可能とする重畳回路２７とからなってい
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１６】つまり、固体撮像素子１７で撮像したアナ
ログ電子撮像信号は、ＣＤＳ・Ａ／Ｄ変換回路２２でデ
ジタル電子撮像信号に変換された後、輝度、色差毎の信
号処理が行われた映像信号は、Ｄ／Ａ変換回路２５でア
ナログ映像信号に変換されて、モニター１３に表示され

る。すなわち、内視鏡１０の挿入部１５が体腔内に挿入
されて、挿入部１５の先端の固体撮像素子１７で撮像し
た観察部位の映像がモニター１３に表示されるようにな
っている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１９】なお、前記第１のフレームメモリ３１は、
前記輝度／色差信号分離回路２３から分離された輝度信
号データが随時書き込まれて記憶されるが、フリーズ操
作されると、そのフリーズ操作された時点以降の輝度信
号の書込記憶が停止されるようになっている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２０】このような構成のナビゲーション回路２６
の動作について図４乃至図７を併用して説明する。な
お、内視鏡１０の挿入部１５を気管支内に挿入し、その
挿入部１５の先端の固体撮像素子１７を駆動制御して撮
像した気管支映像をモニター１３に表示させて気管支観
察する例を用いて説明する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２１】前述したように気管支は、複数の分岐と分
岐方向を有している。内視鏡１０の挿入部１５を気管支
内に挿入して、固体撮像素子１７で撮像生成した映像信
号を基にモニター１３に表示されている観察部位像を見
ながら気管支内視鏡観察を行っている際に、最初の気管
支分岐像がモニター１３に表示された時点、つまり、気
管支分岐がはっきりとモニタ１３上で認識できる位置
（気管支分岐の数がはっきりと認識でき、かつ、気管支
分岐の管路口がはっきりと見え、内視鏡先端の対物レン
ズ１６と管路口ができるだけ正面で向き合うように撮像
される状態）で、内視鏡１０を固定させフリーズ操作を
行う。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２２】このフリーズ操作により、それまで固体撮
像素子１７で撮像生成され、輝度／色差信号分離回路２
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３で分離された輝度信号は、ナビゲーション回路２６内
の第１のフレームメモリ３１に動画像データ（輝度信
号）として随時格納されるが、前記フリーズ操作により
この第１フレームメモリ３１には、動画像データのデー
タ書き込みが一時中断され、フリーズ動作時点である最
初の気管支分岐の静止画像データが格納された状態にな
る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２６】この最初の気管支分岐からいずれかの管路
に内視鏡１０の挿入部１５をさらに挿入し新たな気管支
分岐が現れた場合、上述した処理を再び繰り返す。その
後、内視鏡の挿入を繰り返して新たな気管支分岐が見つ
かった場合、また内視鏡を抜き出す方向に移動させ以前
に見つかっていた気管支分岐を再び見つけた場合にもこ
れまでと同様の処理を繰り返す。
【手続補正９】 *

*【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】符号の説明
【補正方法】変更
【補正内容】
【符号の説明】
１７…固体撮像素子
２０…駆動制御回路
２１…増幅回路
２２…ＣＤＳ・Ａ／Ｄ変換回路
２３…輝度／色差信号分離回路
２４…映像信号処理回路
２５…Ｄ／Ａ変換回路
２６…ナビゲーション回路
３１…第１フレームメモリ
３２…２値化処理回路
３３…第２フレームメモリ
３４…ラベリング処理部
３５…マッチング処理部
３６…データ保存メモリ
３７…キャラクタジェネレータ
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摘要(译)

要解决的问题：当在内窥镜下观察具有多个分支和分支方向的支气管，
支气管分支的位置，分支的数量，观察到的导管时，参考内窥镜拍摄的
支气管模型和支气管图像， 另外，存在一个问题，即观察操作需要时
间，因为在存储诸如具有患病部位的支气管分支的位置之类的信息的同
时进行了观察检查。 解决方案：基于由二值化处理电路32处理的二值化
图像信号，对由图像拾取装置拾取的图像拾取信号进行区分标记，并且
基于判别标记的结果来区分和存储分支路径和分支数量。 内窥镜装置用
于显示和处理分支信息，其中分支顺序信息与通过与已生成的二值化图
像信号匹配而确定的分支编号信息相关联。
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